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� � � � � � � � 　低炭素社会実現と、次世代自動車を活用した観光・

産業振興を目指し、５月25日、八戸工業大学と七戸町

が連携に関する協定締結の調印式を行いました。 

　町は、コミュニティを活かした地域振興を図るため、

青森公立大学とも協定を締結しており、別分野である

エネルギー・環境関連での連携を強化することにより、

新しい時代の町づくりを行っていきます。 

 

八戸工業大学と七戸町が協定を締結 

 

八戸工業大学と七戸町が協定を締結 

 

八戸工業大学と七戸町が協定を締結 
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電
気
自
動
車
（
Ｅ
Ｖ
）
を
活
用
し
た
低
炭
素
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、
八
戸

工
業
大
学
（
藤
田
成
隆
学
長
）
と
町
は
、
連
携
に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
、
５

月
25
日
、
天
間
林
保
健
セ
ン
タ
ー
で
調
印
式
を
行
い
ま
し
た
。 

                 

　
八
戸
工
業
大
学
は
平
成
19
年
度
か
ら

七
戸
町
へ
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
や
講
師
派

遣
な
ど
の
支
援
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。 

　
調
印
式
で
、
藤
田
学
長
は
「
大
学
の

研
究
成
果
を
社
会
に
還
元
す
る
た
め
に

も
、
電
気
自
動
車
を
活
用
し
た
産
業
活

性
化
や
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
教
育
に

関
す
る
人
材
育
成
で
七
戸
町
に
貢
献
し

て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。 

         

　
小
又
町
長
は
「
電
気
自
動
車
に
関
す

る
取
り
組
み
は
、
県
内
で
も
先
進
的
な

事
例
。
協
定
締
結
を
機
に
、
連
携
が
高

ま
り
、
低
炭
素
社
会
実
現
に
向
け
た
適

切
な
指
導
が
い
た
だ
け
る
こ
と
は
と
て

も
心
強
い
。」
と
期
待
を
込
め
ま
し
た
。 

　
こ
の
協
定
の
締
結
を
受
け
て
、
町
は

観
光
面
で
、
七
戸
十
和
田
駅
か
ら
奥
入

瀬
渓
流
や
十
和
田
湖
に
向
か
う
交
通
手

段
と
し
て
、
電
気
バ
ス
や
電
気
自
動
車

を
導
入
し
、
観
光
客
へ
環
境
保
全
型
の

観
光
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
ほ
か
、
電
気
バ

ス
を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
と
し
て
活
用

す
る
こ
と
を
計
画
し
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
軽
ト
ラ
ッ
ク
を
改
造
し
た
電

気
軽
ト
ラ
ッ
ク
を
購
入
し
、
農
作
業
へ

の
導
入
を
推
進
。
二
酸
化
炭
素
の
排
出

量
を
抑
え
た
作
物
Ｐ
Ｒ
す
る
ほ
か
、
町

内
の
自
動
車
修
理
工
場
を
対
象
に
講
習

会
を
開
催
し
、
産
業
活
性
化
や
雇
用
促

進
を
目
指
す
予
定
で
す
。 

　
そ
の
他
、
町
内
の
小
中
学
校
で
、
七

戸
町
独
自
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
教
育
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
実
践
し
、
人
材
育
成
へ
の

取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。 

　
２
０
１
１
年
３
月
か
ら
導
入
さ

れ
る
Ｅ-

５
系
量
産
型
先
行
車
両

「
は
や
ぶ
さ
」
が
、
６
月
17
日
、

走
行
試
験
の
た
め
、
初
め
て
七
戸

十
和
田
駅
に
乗
り
入
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
日
は
、
車
両
見
学
会
が
開

催
さ
れ
、
見
学
者
約
320
人
が
駅
の

ホ
ー
ム
に
集
ま
り
、「
は
や
ぶ
さ
」

が
新
青
森
駅
に
向
か
い
出
発
す
る

瞬
間
を
待
ち
ま
し
た
。 

　
午
前
10
時
、
運
転
席
の
窓
に
ラ

イ
ト
が
光
り
、
「
は
や
ぶ
さ
」
が

動
き
出
す
と
、
見
学
者
は
一
斉
に

カ
メ
ラ
を
向
け
た
り
、
手
を
振
っ

た
り
な
ど
し
て
、
見
送
り
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
駅
の
２
階
コ
ン
コ
ー
ス

で
は
、
上
十
三
地
区
の
商
工
会
青

年
部
員
ら
が
、
「
は
や
ぶ
さ
」
と

お
そ
ろ
い
の
緑
色
の
全
身
タ
イ
ツ 

に
身
を
包
み
、
七
戸
十
和
田
駅
開

業
ま
で
の
日
数
、
「
170
日
」
を
人 

              

文
字
で
表
現
し
、
見
学
会
を
盛
り

上
げ
ま
し
た
。 

①
多
く
の
見
学
者
が
出
発
を
見
守

　
り
ま
し
た
。 

②
一
気
に
加
速
し
、
「
新
青
森
駅
」

　
へ
走
り
去
り
ま
し
た
。 

③
人
文
字
で
「
は
や
ぶ
さ
」
を
歓

　
迎
！！ 

 

東北新幹線全線開業まで　 156日 
（7月1日基準）日基準） 

「はやぶさ」が七戸十和田駅に初乗り入れ！！ 

東北新幹線全線開業まで　 156日 
（7月1日基準） 

あと 
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青
森
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ

ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
全
国
に

宣
伝
す
る
た
め
、
５
月
28
日

〜
30
日
ま
で
、
千
葉
市
の
幕

張
メ
ッ
セ
で
開
催
さ
れ
た
「
旅

フ
ェ
ア
２
０
１
０
」
に
県
観

光
連
盟
や
青
森
市
な
ど
と
と

も
に
参
加
し
、
ポ
ス
タ
ー
・

の
ぼ
り
の
掲
出
の
ほ
か
、
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
配
布
や
新
幹
線

の
被
り
物
を
活
用
す
る
な
ど

し
て
、
東
北
新
幹
線
七
戸
十

和
田
駅
の
12
月
４
日
開
業
を

Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。 

 
　
青
森
Ｄ
Ｃ
全
国
宣
伝
販

売
促
進
会
議
の
翌
日
に
は

エ
キ
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
（
現

地
視
察
）
が
行
わ
れ
、
Ｊ

Ｒ
関
係
者
や
旅
行
エ
ー
ジ
ェ

ン
ト
な
ど
が
県
内
７
つ
の

コ
ー
ス
を
回
り
ま
し
た
。

そ
の
内
の
七
戸
町
を
回
る

コ
ー
ス
で
は
、
七
戸
十
和

田
駅
舎
の
説
明
を
は
じ
め
、

七
戸
町
文
化
ガ
イ
ド
の
会

の
ガ
イ
ド
に
よ
る
町
の
概

要
や
「
道
の
駅
し
ち
の
へ
」

と
「
天
王
つ
つ
じ
ま
つ
り
」

を
現
地
で
ご
紹
介
し
、
町

の
魅
力
を
楽
し
ん
で
も
ら

い
ま
し
た
。 

                  

   

 

　
５
月
19
日（
水)

、
青
森
市
の
ホ
テ

ル
青
森
に
お
い
て
「
青
森
デ
ス
テ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
全
国
宣

伝
販
売
促
進
会
議
」
が
開
か
れ
、
全

国
か
ら
訪
れ
た
Ｊ
Ｒ
関
係
者
や
旅
行

エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
（
代
理
業
者
）
な
ど

約
450
名
、
県
内
自
治
体
関
係
者
や
観

光
事
業
者
が
約
350
名
、
計
800
名
が
参

加
者
さ
れ
ま
し
た
。 

　
会
議
で
は
県
内
の
観
光
素
材
や
青

森
Ｄ
Ｃ
に
向
け
た
取
組
が
紹
介
さ
れ

た
ほ
か
、
旅
行
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
と
の

商
談
会
に
は
七
戸
町
か
だ
れ
田
舎
体

験
の
会
が
参
加
し
体
験
商
品
を
、
観

光
Ｐ
Ｒ
コ
ー
ナ
ー
で
は
七
戸
町
の
観

光
と
特
産
品
を
そ
れ
ぞ
れ
紹
介
、
そ

し
て
七
戸
十
和
田
駅
の
Ｐ
Ｒ
も
行
い

ま
し
た
。 

  
　 デスティネーションキャンペーン（DC）とは、Destination（目的地・行き先）とCampaign（宣伝）を組み合わせて作られた造語です。 

 

東北新幹線全線開業に向けて、七戸十和田駅と 
観光PR活動の取組み状況を紹介します。 

東北新幹線全線開業に向けて、七戸十和田駅と 
観光PR活動の取組み状況を紹介します。 

●青森デスティネーションキャンペーン全国宣伝販売促進会議 

●旅フェア２０１０ 

●エキスカーション 
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♪菜の花畑に入り日薄れ～♪ 

まなざしはパンにくぎづけ　みな真剣そのもの ミツバチ　ブーン　ブーン　ちょっぴりにがわらい 

　七戸町かだれ田舎体験の会（中野正章会長）は5

月29日、ハッピーファーム（金子ファーム経営）の

ご協力のもと、「かだれ牧場体験」を開催しました。

県内各地から訪れた34名の参加者は、満開の５ヘク

タールの菜の花畑と新緑のけやき並木を背景に、馬

車体験、草刈り体験、ポニーの駆けっこ、乗馬など

楽しみました。特にオカリナの生演奏つき馬車は、

菜の花畑にぴったりマッチして、参加者から大好評

でした。古くから馬産地として栄えた七戸町の特徴

を生かして、金子ファームさんと連携の上、今後メ

ニューの一つとして加えていく予定です。 

 

　昭和63年度七戸中学校卒業生有志で構成される「疾

風組」（田中清一代表）が５月25日、町長を表敬訪

問し、作製した「グルメ温泉マップ」２千部を町へ

寄贈しました。 

　この日訪れたのは、田中代表と、道地孝行さん、

中村めぐみさん、田中美加子さん、横浜純子さんの

５人。平成20年４月に作製した七戸地区のマップに

続く第２弾として、東北労働金庫の助成金と掲載店

からの協賛金によりオールカラーで３万部作製しま

した。新規に天間林地区や前回未掲載の七戸地区の

店舗が加わり、飲食店40、温泉６、タクシーと運転

代行業８の合計54店舗の情報を七戸地区、天間林地

区毎に分かりやすくレイアウト。飲食店情報はお店

の住所、電話番号、営業時間やおすすめ料理のほか、

駐車場の有無など、また温泉情報では泉質や効能、

料金が紹介されています。 

　「天王つつじまつりや道の駅、美術館を訪れる観

光客を、町内に引き込み滞留させるツールを作りた

かった。」と田中代表。 

　受け取った小又町長は「町で開催されるイベント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

や集会などで活用したい。ありがとうございました。」

とお礼を述べていました。 

　マップは天王つつじまつり期間中でも配られまし

たが、マップ片手にお目あてのお店を探す観光客の

姿が多数見受けられました。 

　観光客はもちろん、地元住民も「こんなお店もあっ

たんだ！」と新たな発見が出来るお勧めの情報が詰

まっています。 

　なおマップは、役場をはじめ道の駅しちのへ、町

立鷹山宇一記念美術館等で入手できます。 

 

はやてぐみ 

「疾風組」がグルメ温泉マップを寄贈 

 

のどかな自然を満喫！！かだれ田舎体験　～けやき並木・菜の花畑・オカリナ馬車体験～ 

 



（写真上・左） 

たくさんの参加者のおかげで、七戸川はどんどんきれいになりました。 七戸中学校の生徒も笑顔で作業に励みました。 

　第39回七戸川清掃が６月６日、川沿いの町内会有

志を中心に実施されました。 

　この清掃は「ふるさとの川を守ろう」と昭和47年か

ら続く、年に一度の恒例行事です。 

　この日は地域住民と町職員、合わせて約500人と七

戸中学校生徒70人が参加。草刈りやごみ拾いに精を

出していました。 

　参加者が汗を流しながら作業に取り組んだおかげ

で、伸びきっていた草やごみも無くなり、七戸川は美

しい景観を取り戻すことができました。 

　ご協力いただきました町民の皆さん、ありがとう

ございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　６月17日、七戸中央公民館において、寿大学がス

タートしました。 

　開講式では、40名の受講生を代表して、天間ウメ

さんが「心と体をしなやかに、言い訳せずに一歩前

進をモットーに、日々努力していきたい。」とあい

さつしました。 

　開講式終了後、「魅力ある七戸町」と題して、町

長が七戸町の現状について講演をしました。 

　次回講座は、７月15日に田舎館村の「田んぼアー

ト」の見学、11月には軽スポーツの「ぺタンク」で

健康づくりを行なうなど、２月の閉講式まで、様々

な講習を予定しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　七戸町連合婦人会（　田トヨ会長）は６月

９日、「父の日」にちなんで町長室を訪れました。 

　この日訪れたのは、　田会長と副会長の向

中野暢子さん、附田みわさん。 

　　田会長が「いつも町のためにありがとう

ございます。婦人会を代表して贈ります。」と

町長、議長、副町長、教育長へ日頃の感謝の

気持ちを込めて、バラの花束をプレゼントし

ました。 

 

 

 

清流を守ろう　～年に一度の七戸川清掃～ 

 

七戸町連合婦人会から 
　　　　　「父の日」プレゼント 
 

寿大学がスタート　　　　　　　　  
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国民健康保険税「医療分」「後期高齢者支援金分」の限度額について 

　国民健康保険法施行令改正に伴い、平成22年度国民健康保険税「医療分」の限度額を50万円、「後期高齢
者支援金分」の限度額を13万円に見直すことになりました。　 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※1　基準総所得金額とは、被保険者一人ずつ、所得の合算から基礎控除（33万円）を引いた金額 
※2　国民健康保険に加入していた方が、長寿（後期高齢者）医療保険に移行したことより、国民健康保険
　　資格を喪失し、その世帯で国民健康保険に残る方が１人の場合、平等割額が半額になります。（喪失後
　　５年間の継続措置） 
 
 
国民健康保険税の特別徴収（年金天引き）について 

　平成20年10月から、下記要件すべてに該当する年金受給者の国民健康保険税納付方法が、世帯主の方の
年金より天引きする「特別徴収」が始まりました。また、要件に該当しない方は従来通り「普通徴収」にな
ります。 
　１．世帯主が、国民健康保険の被保険者であること。 
　２．世帯内の国民健康保険の被保険者全員が、65才以上75才未満であること。 
　３．特別徴収の対象となる方の年金金額が、年間18万円以上であること。 
　４．介護保険料と国民健康保険税との合算額が、特別徴収の対象となる方の年金金額の２分の１を超えて
　　　いないこと。 
 
国民健康保険税の特別徴収の納付方法について 

　特別徴収は４月・６月・８月の仮徴収（前年度が特別徴収の方：前年度２月分と同額。前年度が普通徴収の
方：前年度の保険料から算出した金額）と10月・12月・２月の本徴収（７月に決定した年間保険料から仮徴
収分を差し引いた額）による納付となります。 
　また、これまで保険料を滞納することがなく、納期内に納めていただける方は、申請により口座振替へ変
更が可能です。 
 
65歳未満の非自発的失業者の国民健康保険税について 

　平成22年度から、要件を満たす非自発的失業者の国民健康保険税は、失業時からその翌年度末までの間、
前年所得の給与所得を30％として算定します。この軽減を受けるには届出が必要となります。詳しくは、前
月号広報（平成22年６月号）をご覧ください。 
 

○問合せ先　税務課　☎68－2113 
 
 
 
 

 
　これまで町からの支払がある場合、ゆうちょ銀行口座への振込ができずに町民の皆様にはご不便をおかけ
しておりましたが、８月以降はゆうちょ銀行へも振込可能となりますのでお知らせします。但し総合口座通
帳をお持ちの方のみとなります。今後、ご利用の際は通帳を提示のうえ申請下さるようお願いします。詳細
については会計課までお問い合わせ下さい。 
 

○問合せ先　会計課　☎68－2951 
 
　 
 

医療分 

（０～74才） 

【限度額47万円】 

 

後期高齢者支援金分 

（０～74才） 

【限度額12万円】 

 

介護分 

（40～64才） 

【限度額10万円】 

 

所得割額　基準総所得金額（※1）×７％ 

資産割額　固定資産税額×32％ 

均等割額　26,000円／人 

平等割額　29,000円／世帯（※2） 

所得割額　基準総所得金額（※1）×１％ 

資産割額　固定資産税額×５％ 

均等割額　4,000円／人 

平等割額　4,000円／世帯（※2） 

所得割額　基準総所得金額（※1）×1.75％ 

資産割額　固定資産税額×８％ 

均等割額　9,000円／人 

平等割額　7,000円／世帯（※2） 

平成21年度の算定方法 

医療分 

（０～74才） 

【限度額50万円】 

 

後期高齢者支援金分 

（０～74才） 

【限度額13万円】 

 

介護分 

（40～64才） 

【限度額10万円】 

平成22年度の算定方法 

⇒ 

⇒ 

平成21

年 度 に

同じ 

 

平成21

年 度 に

同じ 

 

平成21

年 度 に

同じ 

平成22年度国民健康保険税についてお知らせ 平成22年度国民健康保険税についてお知らせ 

 

ゆうちょ銀行への振込について ゆうちょ銀行への振込について 
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後期高齢者医療制度加入のみなさまへ 後期高齢者医療制度加入のみなさまへ 

 

「後期高齢者医療被保険者証」の変更について 
 

　平成21年中の所得状況により、負担割合の変更となる方については、８月から使用する新しい被保険者証

を７月中に郵送します。 

 

 

「後期高齢者医療限度額適用・標準負担額減額認定証」について 
 

　この認定証を医療機関の窓口に提示することで、入院時の自己負担限度額と食事代が減額されます。 
 

≪交付を受けられる方≫ 

　　住民税非課税世帯に属する方（低所得区分Ⅰ及び低所得区分Ⅱの方）は、申請により認定証の交付を受

け　られます。 

　・低所得区分Ⅰに該当する方…世帯員全員が住民税非課税である方のうち、世帯全員の各所得金額が全て

　　　　　　　　　　　　　　　０円の方（公的年金の場合は80万円以下）及び老齢福祉年金受給者 

　・低所得区分Ⅱに該当する方…世帯員全員が住民税非課税である方 

　＜申請に必要なもの＞　・印鑑　・被保険者証 

　＜申　請　場　所＞　七戸町役場  町民課  後期高齢者医療係・七戸庁舎  支所庶務課 
 

≪既に交付を受けている方≫ 

　　現在お使いの後期高齢者医療限度額適用・標準負担額減額認定証は、平成22年７月31日が有効期限と

　なっております。 

　　既に認定証の交付を受けている方で、前年の所得状況等により引き続き低所得Ⅰ・Ⅱと判定された方に

　ついては、７月中に新しい認定証が交付されますので、更新手続きの必要はありません。 

  

◆高額療養費の自己負担限度額及び食事療養標準負担額 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※１　過去１年間で４回目以降は44,400円となります。 

 

 

保険料の減免について 
 

　天災その他特別の事情等で保険料の納付が著しく困難になった場合は、申請により保険料の減免を受けら

れることがありますので、お早めにご相談下さい。 

 

○問合せ先　七戸町役場　町民課　後期高齢者医療係　☎68－2112 
　　　　　　　　　　青森県後期高齢者医療広域連合　☎017－721－3821

 

適用区分 

 

① 現役並み 

　 所得者　 

② 一　　般 

③ 低所得Ⅱ

 

④ 低所得Ⅰ

窓口での 

自己負担割合 

 

３割 

 

 

 

１割 

 

 

外　来 

（個人単位／月） 

44,400円 

12,000円 

 

 

8,000円 

 

 

 

外来＋入院 

（世帯単位／月） 

80,100円＋（医療費－

267,000円）×1％（※1） 

44,400円 

 

24,600円 

 

15,000円 

 

入院時の1食当たりの食事代 

 

 

260円 

 

210円 

（過去1年の入院期間が90日以下） 

160円 

（過去1年の入院期間が90日超え） 

100円 

自己負担限度額 
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保険料の納付に困ったら 
 

　経済的に保険料を納めるのが困難な人などのために、免除制度があります。保険料が未納のままだと、老

後の年金だけでなく、若いときにも支給される障害基礎年金などが受けられない場合があります。納付に困っ

たら早めにご相談下さい。 
 

●納付が困難な人のために（免除制度） 

　　経済的な理由などで保険料の納付が困難な人は、申請して認められれば免除となります。申請免除には、

　全額免除、4分の３免除、半額免除、4分の１免除があります。手続きには、退職（失業）した方は雇用保

　険受給資格者証、離職票の写しなどが必要になります。 
 

● 30歳未満の人のために（若年者納付猶予制度） 

　　本人と配偶者の所得が一定以下の20歳以上30歳未満の人は、申請により保険料の納付を後払いできます。 
 

● 学生のために（学生納付特例制度） 

　　本人の所得が一定以下の学生は、申請により在学期間中の保険料を後払いできます。手続きには、学生

　証の写し、在学証明書などが必要になります。 
 

免除・猶予・特例の承認を受けるためには、毎年度申請が必要です。 

平成22年度の免除・猶予申請の受付けは7月からとなりますので、認印をお持ちになり手続きを

お願いします。 

 

○問合せ先　青森年金事務所　☎017－734－7499 
　　　　　　町民課年金係　☎68－2115　庶務課年金係　☎62－2111 

 
 

７月の移動年金相談日　７月28日（水）　午前10時30分から午後３時　七戸町柏葉館 
 

完全予約制になっていますので、忘れず予約をして下さい。 
 

○問合せ先　青森年金事務所　☎017－734－7498 
 
 
 
 
 

～犯罪や非行を防止し、立ち直りを支える地域のチカラ～  
７月は“社会を明るくする運動”強調月間です  

　社会を明るくする運動とは、すべての国民が、犯罪や非行の防止と罪を犯した人たちの更生について理解

を深め、それぞれの立場において力を合わせ、犯罪や非行のない明るい社会を築くための運動です。 

　第60回“社会を明るくする運動”～犯罪や非行を防止し、立ち直りを支える地域のチカラ～では、犯罪や

非行を減少させ、安全な社会を築くためには、犯罪、非行をした者の再犯を防止すること、そのためにも彼

らが就労の機会を得て経済的にも自立して更生することが重要と考え、 

　『立ち直りを支える取組についての理解促進』 

　『犯罪や非行をした人たちの就労支援』 

の２点の重点項目を定めて、地域社会に根ざし、広く地域住民の理解と共感を得られるような活動を全国各

地で展開します。 

当町においても関係機関と協力し、“社会を明るくする運動”キャンペーン活動を予定しております。町民

皆様のご理解とご協力をお願いします。 
 

○問合せ先　社会生活課　☎68－2114 
 

 

国民年金からのお知らせ 国民年金からのお知らせ 

 

第60回　社会を明るくする運動 第60回　社会を明るくする運動 
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七戸町役場 

父子家庭のみなさまにも児童扶養手当が支給されます！ 父子家庭のみなさまにも児童扶養手当が支給されます！ 

 

ひとり親家庭等医療費助成事業 ひとり親家庭等医療費助成事業 

七夕ライトダウン（クールアース・デー）にご協力を 七夕ライトダウン（クールアース・デー）にご協力を 

 

　環境問題が深刻な問題となってい

る状況を受け、七戸町役場では『チ

ャレンジ25キャンペーン』に賛同し

「環境にやさしいまちづくり」を推

進しています。その中の活動のひと

つとして「クールビズ」を実施します。 

 

 

クールビズ　…　６月～９月30日 
（ノーネクタイ等を実施しクーラーの使用を制限し二酸化炭素排出を抑える） 

 

　平成22年８月１日から、父子家庭のみなさまも児童扶養手当の支給対象となります。（平成22年８月～11

月分の手当の支給は同年12月となります。手当額は所得により決められます。） 

　既に父子家庭としての支給要件に該当している方は、平成22年８月１日より前でも申請ができます。 

　詳しくは、問合せ先にて、ご確認ください。また、８月の広報でもご案内します。 

　　 

○問合せ先　社会生活課　☎68－2114　または、 
　　　　　　上北地方福祉事務所　☎62－2145 

 
 

 

 

　七戸町に住所を有する方で、離婚・死別・未婚等により母子・父子家庭になった方を対象に、児童が18歳

に達した年度末まで医療費を助成する制度です。 

　保険適用分の医療費一部負担額のうち、児童については全額、父・母については保険医療機関ごと（調剤

薬局の場合、処方せん発行元の医療機関と合算した額）に、１ヶ月につき1,000円を超える額を助成します。 

　尚、父・母及び同居親族について所得制限があり、対象にならない場合もあります。 

　また、現在受給されている方については、7月1日から23日までが受給資格証の更新期間となっておりま

すので、忘れずに手続きしてください。 

 

○問合せ先　社会生活課　☎68－2114 
 

 

 

 

　現在、私たちの生活の中で排出される温室効果ガスは増加の一途をたどっており、

その影響などにより地球規模で温暖化問題が進行しています。そこで、七戸町では

子供たちの未来の地球環境を守るために「七戸町地域省エネルギービジョン」を策

定しました。 

　七戸町での省エネルギー推進のためには、公共施設はもとより家庭での取組みが

必要不可欠です。環境省においても、地球温暖化防止のため全国のライトアップ施

設や各家庭のあかりを消す「七夕ライトダウン」を７月７日（水）夜８時から10時まで 

実施しますので、みなさまの家庭でもいつもと違う夜を過ごしながらCO２削減にご協力をお願いします。 

 

 省エネレッスン　エアコンの省エネ 
 

 

 

 

 

※この他にもたくさん省エネのコツがあるので調べてみてはいかがでしょうか？ 

 

 
！夏の冷房時の室温は28℃を目安に 

　年間で電気30.24ｋＷｈの省エネ 

　CO２削減量13.7ｋｇ　約670円の節約 

 

 

 

 

 

 

！フィルターを月に１回か２回清掃 

　年間で電気31.95ｋＷｈの省エネ 

　CO２削減量14.5ｋｇ　約700円の節約 
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保
健
だ
よ
り

保
健
だ
よ
り 
保
健
だ
よ
り

保
健
だ
よ
り 
保
健
だ
よ
り 

    

◎
日
本
脳
炎
の
定
期
予
防
接
種
が 

再
開
に
な
り
ま
し
た 

 

　
日
本
脳
炎
の
定
期
予
防
接
種
は
、
平

成
17
年
５
月
30
日
、
厚
生
労
働
省
か
ら

「
積
極
的
な
勧
奨
を
差
し
控
え
る
よ
う

に
」
と
の
勧
告
が
出
さ
れ
て
お
り
ま
し

た
が
、
こ
の
度
、
「
平
成
22
年
度
は
３

歳
に
対
す
る
第
１
期
初
回
接
種
に
対
し

て
積
極
的
な
勧
奨
を
行
な
う
よ
う
に
」

と
の
通
知
が
あ
り
ま
し
た
。 

　
こ
れ
を
受
け
て
町
で
は
、
平
成
22
年

度
内
に
３
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
る

幼
児
を
対
象
に
実
施
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
対
象
児
に
は
、
誕
生
月
の
翌

月
に
個
別
通
知
い
た
し
ま
す
。 

　
な
お
、
平
成
17
年
か
ら
の
中
止
に
よ

り
接
種
の
機
会
を
逃
し
た
方
や
、
２
期

の
９
歳
〜
13
歳
未
満
の
方
へ
の
対
応
に

つ
い
て
は
、
厚
生
労
働
省
に
お
い
て
現

在
検
討
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
ま
す
の
で

通
知
が
あ
り
次
第
お
知
ら
せ
い
た
し
ま

す
。 

　
生
後
６
ヶ
月
か
ら
７
才
６
ヶ
月
ま
で

の
方
で
、
日
本
脳
炎
の
流
行
地
域
（
東

南
ア
ジ
ア
等
）
へ
渡
航
す
る
な
ど
、
日

本
脳
炎
に
感
染
す
る
お
そ
れ
が
高
い
場

合
で
接
種
を
希
望
す
る
方
は
、
健
康
福

祉
課
へ
ご
相
談
下
さ
い
。 

●
問
合
せ
先 

　
健
康
福
祉
課 

　
☎
６
８-

４
６
３
１ 

   

 

◎「
つ
ど
い
の
ご
案
内
」 

〜
自
死
遺
族
の
つ
ど
い
〜 

 

大
切
な
方
を
亡
く
さ
れ
た 

あ
な
た
へ 

 

　
県
立
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は
、 

自
死
で
ご
家
族
、
ご
友
人
や
恋
人
等
大

切
な
方
を
亡
く
さ
れ
た
方
を
対
象
に
「
つ

ど
い
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
「
つ
ど

い
」
は
、
大
切
な
人
を
亡
く
さ
れ
た
同

じ
思
い
を
抱
え
て
い
る
方
が
集
ま
り
、

自
分
の
体
験
や
思
い
を
心
お
き
な
く
、 

あ
り
の
ま
ま
話
せ
る
安
心
な
場
所
で
す
。 

　
大
切
な
ひ
と
を
自
死
で
失
う
こ
と
は
、

と
て
も
つ
ら
い
こ
と
で
す
。
つ
ら
い
気 

   

◎
未
来
の
パ
パ
マ
マ
体
験
か
ら 

命
の
大
切
さ
を
実
感 

 

〜
榎
林
中
学
生
と
榎
林
保
育
園
児
の 

ふ
れ
あ
い
体
験
学
習
〜 
 

　
６
月
３
日
、
榎
林
中
学
生
は
、
榎
林

保
育
園
に
お
い
て
園
児
と
の
ふ
れ
あ
い

体
験
学
習
を
行
い
ま
し
た
。
事
前
学
習

と
し
て
、
学
校
の
授
業
や
保
健
セ
ン
タ

ー
保
健
師
か
ら
、
妊
娠
経
過
や
命
の
誕

生
の
し
く
み
、
妊
婦
や
子
供
に
及
ぼ
す

た
ば
こ
の
害
、
子
供
へ
の
接
し
方
、
離

乳
食
の
進
み
方
な
ど
を
学
び
、
当
日
の

体
験
学
習
に
臨
み
ま
し
た
。 

持
ち
を
誰
に
も
話
せ
な
か
っ
た
り
、
大

切
な
思
い
出
を
誰
と
も
分
か
ち
合
え
な

か
っ
た
り
、
自
分
自
身
を
責
め
続
け
て

い
た
り
し
て
い
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

　
あ
な
た
の
お
気
持
ち
を
自
分
の
胸
の

内
だ
け
に
し
ま
っ
て
お
か
ず
、
安
心
で

き
る
誰
か
に
話
し
て
み
ま
せ
ん
か
。 

 

＊
「
つ
ど
い
」
に
参
加
す
る
場
合
は
、

お
電
話
で
左
記
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
「
つ
ど
い
の
こ
と
で
」
と
お
話

し
く
だ
さ
れ
ば
担
当
に
お
つ
な
ぎ
し
ま

す
。 

●
問
合
せ
・
申
込
み
先 

　
青
森
県
立
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー 

　
☎
０
１
７-

７
８
７-

３
９
５
１ 

（
担
当
　
中
村
・
山
田
・
鈴
木
） 

  

　
当
日
は
班
毎
に
、
各
ク
ラ
ス
を
回
り
、

保
育
士
か
ら
色
々
と
ア
ド
バ
イ
ス
を
も

ら
い
な
が
ら
、
園
児
と
一
緒
に
遊
ん
だ

り
、
お
む
つ
交
換
や
、
食
事
の
介
助
に 

一
生
懸
命
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

園
児
も
初
め
は
少
々
緊
張
し
た
面
持
ち

で
し
た
が
、
一
緒
に
手
遊
び
を
し
た
り

食
事
を
す
る
事
を
通
し
て
ふ
れ
あ
い
を

楽
し
ん
で
い
る
様
子
で
し
た
。 

　
中
学
生
に
と
っ
て
、
今
回
の
園
児
と

の
ふ
れ
あ
い
を
通
し
て
、
命
の
大
切
さ
、

そ
し
て
育
児
の
大
変
さ
と
親
へ
の
感
謝

の
気
持
ち
な
ど
を
考
え
る
と
て
も
有
意

義
な
機
会
に
な
り
ま
し
た
。 

  

                                   

 

◎
ツ
ツ
ガ
ム
シ
病
に 

注
意
し
ま
し
ょ
う
！ 

 

　
ツ
ツ
ガ
ム
シ
病
は
、
ダ
ニ
の
一
種
で

あ
る
ツ
ツ
ガ
ム
シ
に
刺
さ
れ
る
こ
と
に

よ
っ
て
発
症
す
る
病
気
で
す
。
ツ
ツ
ガ

ム
シ
病
の
発
生
時
期
は
、
春
〜
初
夏
と

秋
〜
冬
に
み
ら
れ
ま
す
。 

　
野
ね
ず
み
の
生
息
し
や
す
い
山
林
、

草
地
、
川
原
な
ど
に
立
ち
入
る
場
合
は

次
の
こ
と
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。 

 

〈
症
　
状
〉 

　
刺
さ
れ
て
も
す
ぐ
に
は
症
状
は
出
ま

せ
ん
。
症
状
が
出
現
す
る
の
は
５
〜
14

日
前
後
で
す
。
39
度
以
上
の
高
熱
と
と

も
に
発
症
し
、
２
日
目
こ
ろ
か
ら
体
幹

部
を
中
心
と
し
た
全
身
に
発
疹
が
出
現

し
ま
す
。
他
に
、
筋
肉
痛
、
頭
痛
、
倦

怠
感
が
み
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

発
熱
・
発
疹
・
刺
し
口
の
３
徴
候
が
み

ら
れ
た
ら
、
速
や
か
に
医
師
の
診
察
を

受
け
ま
し
ょ
う
。 

 

〈
予
防
１
〉 

　
素
肌
の
露
出
を
さ
け
る
た
め
、
長
袖

シ
ャ
ツ
、
長
ズ
ボ
ン
、
長
靴
、
手
袋
な

ど
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。 

 

〈
予
防
２
〉 

　
山
林
な
ど
に
立
ち
入
っ
た
後
は
、
衣

服
に
ダ
ニ
が
付
着
し
て
い
る
可
能
性
が

あ
る
の
で
、
帰
宅
後
は
、
す
ぐ
に
入
浴

す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

日　時 

平成22年7月10日（土） 

13：30～15：30 

平成22年10月23日（土） 

13：30～15：30 

平成22年12月11日（土） 

13：30～15：30 

平成23年2月5日（土） 

13：30～15：30

場　所 

八戸駅　ユートリー 

４階　研修室 

県立精神保健福祉 

センター研修室 

八戸駅　ユートリー 

４階　研修室 

県民福祉プラザ 

４階　多目的室４B

内　容 

13：30～15：30つどい 
＊その場にいるだけで
も聴くだけでもかまい
ません。辛くなったら、
その場を退席してもい
いのです。 
＊「つどい」では個人情
報ならびにお話の内容
等秘密を守ります。 

つどいのご案内 つどいのご案内 
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身
体
障
害
者
巡
回
診
査 

及
び
更
生
相
談
日
程 

 《
受
付
・
診
査
及
び
相
談
時
間
》 

・
肢
体
不
自
由 

　
受
付
　
８
時
45
分
〜
11
時 

　
診
査
及
び
相
談 

　
　
　
９
時
30
分
〜
12
時 

・
聴
覚
障
害 

　
受
付 

　
　
13
時
15
分
〜
14
時
45
分 

　
診
査
及
び
相
談 

　
　
13
時
30
分
〜
15
時
30
分 

《
対
象
者
》 

１. 

身
体
障
害
者
手
帳
の
交

　
付
を
う
け
る
た
め
診
査
を

　
必
要
と
す
る
方 

                 

２. 

身
体
障
害
者
手
帳
の
再

　
認
定
を
必
要
と
さ
れ
た
方 

３. 

身
体
障
害
者
手
帳
の
障

　
害
程
度
及
び
等
級
に
変
化

　
が
あ
り
、
変
更
を
必
要
と

　
す
る
方 

４. 

補
装
具
の
処
方
を
必
要

　
と
す
る
方 

５. 

生
活
・
医
療
・
施
設
入
所

　
等
の
相
談
を
希
望
す
る
方 

※
そ
の
場
で
判
定
が
困
難
な

　
場
合
は
医
療
機
関
を
利
用

　
し
て
も
ら
い
ま
す
。 

問
合
せ
先 

　
健
康
福
祉
課 

　
　
　
障
害
福
祉
係 

　(

天
間
林
保
健
セ
ン
タ
ー
内) 

　
☎
６
８-

３
５
０
０ 

　 

       

上十三保健所健康相談等日程  

＊利用される方は、事前に予約をし、受付時間を厳
守してください。 
 

〈場所〉上十三保健所〈問合せ〉☎23－4261 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈場所〉三沢市 保健相談センター〈問合せ〉☎52－7021 

 

 

 

 

 

 

 

＊一部変更となる場合もありますので、ご了承ください。 

 

 

実施月日 

７月５日 

(月) 

７月14日 

(水) 

７月16日 

(金)

会　場 

野辺地町 

健康増進センター 

十和田市南公民館 

三沢市総合 

社会福祉センター 

区　分 

聴覚障害 

 

肢体不自由 

 

肢体不自由 

電　話 

0175－ 

64－1770 

0176－ 

22－4416 

0176－ 

51－8772

月日 

7.  7㈬ 

7.21㈬ 

7.21㈬ 

 

7.20㈫ 

 

7.28㈬ 

 

7.27㈫ 

 

 
月日 

 

7.21㈬ 

 

種 　別  

ＨＩＶ（エイズ）

に関する相談 

B型及びC型肝炎

検査（有料） 

女性健康相談 

精神保健福祉相

談 

骨髄バンク登録

相談 

 

 

 

種 別  

 

療育相談 

 

受 付 時 間  

13：00̃14：00 

 

11：00̃11：30 

 

10：00̃10：30 

 

13：00̃14：00 

 

9：00̃10：00 

 

 

 

 
受 付 時 間  

継続 

9：30̃10：30 

新規 

10：30̃11：00

対 象 等  

一般県民 

 

一般県民 

思春期から更年期に至る

女性 

精神・神経・飲酒等の相談 

 

骨髄バンク登録希望者 

 

 

 

 
対 象 等  

 

発達が気になる児童 



七
戸
町
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
が 

創
立
50
周
年  

読
書
活
動
で
文
部
科
学
大
臣

表
彰
を
受
賞
　
天
間
西
小
学
校 

      

　
天
間
西
小
学
校
（
工
藤

政
治
校
長
）
が
読
書
活
動

を
積
極
的
に
推
進
し
た
と

し
て
、
文
部
科
学
大
臣
表

彰
を
受
賞
し
、
５
月
13
日
、

町
長
に
受
賞
の
報
告
を
し

ま
し
た
。 

　
同
校
で
は
、
朝
の
読
書

活
動
を
全
校
一
斉
に
行
っ

て
い
る
ほ
か
、
毎
月
２
回

の
「
読
書
デ
ー
」
に
は
家

庭
学
習
に
代
え
て
家
庭
で

の
読
書
を
実
施
。
２
０
０ 

６
年
か
ら
３

年
間
、
文
部

科
学
省
の「
全

国
学
校
図
書

館
協
議
会
委

託
研
究
校
」 

に
指
定
さ
れ
、 

読
書
活
動
に

力
を
い
れ
て 

い
ま
し
た
が
、 

そ
れ
以
降
も

活
動
を
継
続

し
た
こ
と
が

評
価
さ
れ
ま

し
た
。 

　
こ
の
日
は 

 

     

工
藤
校
長
の
ほ
か
、
児
童

会
の
天
間
陸
斗
会
長（
６
年
）、

図
書
委
員
会
の
坂
本
ユ
カ

委
員
長
（
６
年
）
、
原
子
七

菜
副
委
員
長
（
６
年
）
が

役
場
を
訪
れ
ま
し
た
。 

　
坂
本
さ
ん
は
「
全
校
の

み
ん
な
が
、
本
を
好
き
に

な
っ
て
く
れ
る
よ
う
に
、

自
分
も
た
く
さ
ん
の
本
を

読
み
た
い
。
」
と
こ
れ
か

ら
の
抱
負
を
話
し
て
い
ま

し
た
。 

               

      

　
青
少
年
育
成
七
戸
町
民
会

議
（
立
崎
庸
夫
会
長
）
で
は
、

「
あ
い
さ
つ
の
町
、
七
戸
」

を
目
指
し
て
、
大
人
も
子
ど

も
も
気
軽
に
、
明
る
く
あ
い

さ
つ
が
で
き
る
よ
う
「
あ
い

さ
つ
運
動
」
を
展
開
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。  

  

１.

「
あ
い
さ
つ
運
動
推
進 

　
　
週
間
」の
開
催 

 

◎
期
　
日 

　
７
月
12
日（
月
）か
ら 

16
日（
金
） 

◎
内
　
容 

　
学
校
周
辺
、
通
学
路
、
町

内
路
上
、
ス
ー
パ
ー
店
頭
な

ど
で
の
あ
い
さ
つ
啓
蒙
活
動 

 

２. 

七
戸
あ
い
さ
つ
隊
員 

の
募
集 

 

　
あ
い
さ
つ
運
動
を
広
め
て

い
た
だ
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
を
募
集
し
ま
す
。  

◎
活
動
は
… 

　
趣
味
や
健
康
の
た
め
に
行
っ

て
い
る
朝
夕
の
ウ
ォ
ー
キ
ン 

      

グ
や
犬
の
散
歩
な
ど
の
際
、

登
下
校
中
の
子
ど
も
た
ち
に 

「
お
は
よ
う
」「
こ
ん
に
ち
は
」

「
お
か
え
り
」「
気
を
つ
け
て

帰
っ
て
ね
」
な
ど
の
あ
い
さ

つ
や
安
全
指
導
を
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。  

◎
登
録
は
… 

・
「
七
戸
あ
い
さ
つ
隊
」
の

　
目
的
に
賛
同
い
た
だ
け
る

　
方
で
、
概
ね
、
月
２
回
以

　
上
活
動
で
き
る
方
。 

・
登
録
に
は
、
身
分
が
証
明

　
で
き
る
も
の（
身
分
証
明
書
、

　
運
転
免
許
書
、
保
険
証
な

　
ど
）
と
印
鑑
が
必
要
で
す
。 

・
登
録
す
る
と
、
青
少
年
育

　
成
七
戸
町
民
会
議
よ
り
腕

　
章
を
貸
与
し
ま
す
。 

※
な
お
、
申
込
や
詳
細
に
つ

　
い
て
は
、
左
記
ま
で
お
問

　
合
せ
く
だ
さ
い
。  

　  ○
問
合
せ
先 

　
青
少
年
育
成
七
戸
町
民
会
議 

　
事
務
局
　
教
育
委
員
会 

生
涯
学
習
課 

　
☎
　
　 

６
２-

９
７
０
２ 

　
Ｆ
Ａ
Ｘ 

６
２-

６
２
５
６ 

                                   

                                   

     

　
七
戸
町
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
（
市

ノ
渡
康
勝
会
長
）
は
、
平
成

22
年
２
月
に
創
立
50
周
年
を

迎
え
、
５
月
15
日
、
記
念
誌

発
行
の
記
念
祝
賀
会
を
開
催

し
ま
し
た
。 

　
同
ク
ラ
ブ
は
、
昭
和
35
年

２
月
に
結
成
。
県
南
ク
ラ
ブ

対
抗
ス
キ
ー
大
会
、
上
北
地

方
中
学
校
ス
キ
ー
大
会
へ
の 

協
力
、
小
・
中
学
校
ス
キ
ー

教
室
、
指
導
員
の
養
成
、

ナ
イ
タ
ー
ス
キ
ー
無
料
講

習
会
、
日
曜
・
祝
日
の
講

習
会
な
ど
の
事
業
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。 

　
そ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、 

昭
和
55
年
に
は
、
青
森
県 

社
会
体
育
優
良
団
体
表
彰
、 

社
会
体
育
優
良
団
体
文
部

大
臣
表
彰
を
受
賞
。
現
在

は
76
人
の
会
員
が
お
り
、

活
動
し
て
い
ま
す
。 

　
祝
賀
会
当
日
は
、
油
川

和
世
青
森
県
ス
キ
ー
連
盟

会
長
、
小
又
町
長
、
倉
本

教
育
長
、
田
島
政
義
七
戸

町
体
育
協
会
会
長
が
来
賓

と
し
て
出
席
し
、
祝
辞
を

述
べ
ま
し
た
。 

     

　
市
ノ
渡
会
長
は
、
「
ク
ラ

ブ
の
歴
史
は
ス
キ
ー
場
の
開

発
か
ら
始
ま
っ
た
と
も
言
え

ま
す
。
諸
先
輩
方
が
築
い
た

歴
史
と
伝
統
を
今
一
度
、
思

い
お
こ
し
、
さ
ら
な
る
発
展

の
た
め
に
、
ク
ラ
ブ
員
一
同

協
力
し
、
努
力
し
て
い
き
ま

す
。
」
と
こ
れ
か
ら
の
活
躍

を
誓
い
ま
し
た
。 

 

平
成
22
年
度
　 

七
戸
あ
い
さ
つ 

推
進
運
動
の
お
知
ら
せ 

前列左から、坂本ユカさん、天間陸斗くん、原子七菜さん 
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田植え機の運転にドキドキ 

泥の感触にびっくり 

田植え機の運転にドキドキ 

泥の感触にびっくり 

第
33
回 

上
北
郡
総
合
体
育
大
会 

泥
の
感
触
に
大
は
し
ゃ
ぎ
！！ 

田
植
え
体
験 

柏
葉
公
園
で 

清
掃
奉
仕
活
動 

     

　
６
月
５
日
・
６
日
に
、
六

戸
町
を
主
会
場
に
第
33
回
上

北
郡
総
合
体
育
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。 

　
大
会
当
日
は
、
天
候
に
も

恵
ま
れ
郡
内
７
町
村
19
種
目

で
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。 

　
七
戸
町
は
、
13
種
目
162
名

の
選
手
が
参
加
し
剣
道
競
技

の
８
連
覇
達
成
に
野
球
・
サ

ッ
カ
ー
等
多
く
の
競
技
で
活

躍
を
収
め
総
合
第
２
位
と
な

り
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
優
勝
し
た
競
技
及

び
水
泳
・
弓
道
な
ど
の
競
技

は
７
月
11
日
・
18
日
・
24
日
・

25
日
に
八
戸
市
を
主
会
場
と

す
る
第
61
回
北
奥
羽
総
合
体

育
大
会
に
出
場
し
ま
す
。 

　
各
競
技
に
お
い
て
熱
戦
が

期
待
さ
れ
ま
す
の
で
、
皆
さ

ん
の
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。 

　
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

 【
総
合
順
位
】 

　
第
１
位
　
お
い
ら
せ
町 

　
第
２
位
　
七
戸
町 

　
第
３
位
　
東
北
町 

 

     

　
第
４
位
　
六
ヶ
所
村 

　
第
５
位
　
野
辺
地
町 

　
第
６
位
　
六
戸
町 

　
第
７
位
　
横
浜
町 

 【
種
目
別
順
位（
第
３
位
ま
で
）
】 

 《
第
１
位
》 

　
◆
剣
道 

　
◆
軟
式
野
球 

　
◆
サ
ッ
カ
ー 

　
◆
バ
ド
ミ
ン
ト
ン 

　
◆
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル 

　
◆
陸
上
走
高
跳 阿

部
　
泰
晴 

 《
第
２
位
》 

　
◆
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル 

（
女
子
） 

　
◆
バ
レ
ー
ボ
ー
ル 

（
男
子
） 

　
◆
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ 

　
◆
家
庭
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル 

 《
第
３
位
》 

　
◆
陸
上
走
幅
跳 田

中
　
忠
則 

　
◆
ボ
ウ
リ
ン
グ
個
人 

小
笠
原
英
明  

     

　
七
戸
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
七
戸
支
部
（
市

ノ
渡
久
治
支
部
長
）
は
６
月
９
日
、
南
公
民
館

講
座
柏
葉
大
学
と
共
催
で
、
柏
葉
公
園
の
清
掃

奉
仕
活
動
を
行
い
ま
し
た
。 

　
こ
の
日
は
早
朝
か
ら
の
作
業
に
も
関
わ
ら
ず
、

約
200
人
が
参
加
。
公
園
内
の
草
取
り
や
ご
み
拾

い
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。 

　
作
業
終
了
後
、
市
ノ
渡
支
部
長
が
「
こ
の
活

動
は
35
年
ぐ
ら
い
前
か
ら
続
い
て
い
る
恒
例
行

事
。
町
を
き
れ
い
に
す
る
た
め
、
こ
れ
か
ら
も

率
先
し
て
活
動
し
て
い
き
た
い
。
」
と
あ
い
さ

つ
。
ま
た
、
活
動
を
見
守
っ
た
町
長
も
、
「
柏

葉
公
園
は
新
幹
線
駅
開
業
を
控
え
、
観
光
ス
ポ

ッ
ト
に
な
っ
て
い
る
、
全
国
に
自
慢
で
き
る
公

園
。
皆
さ
ん
の
協
力
で
と
て
も
き
れ
い
に
な
り

ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
」
と
労

い
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。 

        

     

　
十
和
田
お
い
ら
せ
農
協
青
年
部
七

戸
支
部
（
寺
澤
祐
介
支
部
長
）
は
６

月
４
日
、
七
戸
地
区
向
田
の
実
験
田

で
、
小
学
生
を
対
象
に
し
た
田
植
え

体
験
を
実
施
し
ま
し
た
。 

　
こ
の
日
参
加
し
た
の
は
七
戸
小
学

校
と
城
南
小
学
校
の
５
年
生
80
名
。

今
年
で
９
回
目
を
数
え
る
「
田
植
え

体
験
」
は
、
食
育
の
一
環
と
し
て
同

青
年
部
が
毎
年
実
施
し
て
い
る
恒
例

事
業
。 

　
は
じ
め
に
児
童
た
ち
は
昔
な
が
ら

の
手
植
え
に
挑
戦
。
初
め
て
の
泥
の

感
触
に
歓
声
を
上
げ
な
が
ら
、
１
反 

                

                    

歩
（
千
㎡
）
を
１
時
間
ほ
ど
で
植
え

つ
け
ま
し
た
。 

　
次
に
青
年
部
員
と
一
緒
に
田
植
機

に
よ
る
機
械
植
え
を
体
験
。
７
反
歩

を
２
台
の
田
植
え
機
で
手
植
え
と
同

じ
１
時
間
で
植
え
終
え
る
と
、
児
童

た
ち
は
作
業
ス
ピ
ー
ド
の
圧
倒
的
な

違
い
に
驚
い
て
い
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
秋
の
収
穫
期
に
は
カ
マ
に

よ
る
手
刈
と
、
コ
ン
バ
イ
ン
に
よ
る

機
械
刈
の
体
験
も
予
定
し
て
お
り
、

今
回
手
植
え
し
た
モ
チ
米
は
「
ウ
ス

と
キ
ネ
」
に
よ
る
餅
つ
き
体
験
を
し
、

自
分
た
ち
で
作
っ
た
米
を
試
食
す
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 
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《
短
　
歌
》 

木
立
　
う
小
川
で
無
心
に
あ
さ
つ
き
を 

　
　
　
洗
う
老
婆
に
子
犬
侍
べ
居
り
　 

福
士
孝
衛 

 

裏
山
の
枝
打
つ
斧
の
音
響
く 

　
　
　
か
つ
て
梟
啼
き
し
辺
り
に 

沢
橋
美
沙 

 

亡
き
夫
の
ち
さ
き
目
覚
ま
し
コ
チ
コ
チ
と 

　
　
　
脈
打
つ
如
く
文
机
に
あ
り 橋

本
都
志
子 

 

昨
年
は
庭
の
手
入
れ
も
出
来
ず
し
て 

　
　
　
牧
草
の
種
風
に
て
根
付
く 

中
村
ゆ
き 

 

四
才
の
女
の
子
の
夢
は
ジ
ュ
ー
ン
ブ
ラ
イ
ド 

　
　
　
タ
ン
ポ
ポ
を
髪
に
ふ
わ
り
と
踊
る 

哘
崎
ア
イ
子 

 

昼
下
り
音
楽
流
る
る
手
術
室
は 

　
　
　
喫
茶
店
の
ご
と
く
我
を
誘
な
ふ 原

信
子 

 

む
つ
湾
に
し
づ
む
夕
陽
を
眺
め
つ
つ 

　
　
　
き
れ
い
と
言
へ
る
君
を
い
と
ほ
し
む 

高
田
洋
子 

 

縢
巻
き
も
昔
語
り
と
な
り
に
け
り 

　
　
　
母
が
手
繰
り
き
吾
が
腕
よ
り 佐

藤
悠
一  

      

《
俳
　
句
》 

野
球
帽
に
入
れ
て
仔
猫
の
貰
は
れ
来 山

田
慶
子 

配
役
は
そ
の
他
大
勢
ね
ぎ
坊
主 

川
村
亜
輝
子 

水
温
む
幼
木
素
手
で
植
え
て
行
く 

瀬
川
翆
蛙 

流
鏑
馬
や
三
矢
を
射
止
め
花
吹
雪 

和
田
馴
二 

み
ど
り
児
の
髪
ふ
は
ふ
は
と
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ 

　
新
田
純
治 

園
児
等
の
手
作
泳
げ
鯉
幟 

森
野
ち
よ 

 

《
川
　
柳
》
「
築
く
」 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
明
る
い
未
来
築
く
意
気 

征
治 

新
築
を
し
た
い
け
れ
ど
も
金
は
無
い 

真
平 

新
築
の
老
い
の
居
室
に
青
畳 

正
十
四 

新
築
の
家
を
地
震
に
歪
め
ら
れ 

俊  

★新着図書の紹介★  

【中央図書館】 【中央公民館図書室】 

文
芸
欄 

文
芸
欄 

★今月の休館日…19日（月）、22日（木） 
★図書館・図書室は、毎月第４木曜日、祝日、年末年始を除き、土曜日・日曜日も毎日開館しています。 

は 

ふ
く
ろ
う 

か
い
な 

か
な 

め 

サ

ロ

ン

 

No. 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10

書 名  

不等辺三角形 

遺書配達人 

白い河（風聞・田中正造） 

民王 

メダカの飼い方と増やし方がわかる本 
－図鑑＆飼育＆繁殖－ 

大人のゆかた入門 

ハンカチでつくるこども服 
－ for Boys and Girls － 

濱田美里のおうちカレー 
－２つのスパイスと１カケのカレールーでとびっきりおいしい！－ 

すきがいっぱい 
－マーガレット・ワイズ・ブラウンのえほん－ 

どうしちゃったの？ねずみくん 

等　一般書　26冊　児童図書　14冊 
（5/11～6/10　登録（購入分）） 

書 名  

遙かなる水の音 

東京アクアリウム 

神様のすること　 

くじけないで 

最低所得保障 

ごみ見える化 
ー有料化で推進するごみ減量ー 

わたしはノジュオド、10歳で離婚 

ライオンとであった少女 

ワンガリの平和の水 
（アフリカで本当にあった話） 

心をビンにとじこめて 

等　一般書　17冊　児童書　9冊 
（5/2～6/1　登録（購入・寄贈分）） 

著 者 名  

内 田 康 夫  

森 村 誠 一  

立 松 和 平  

池井戸  潤 

青 木 崇 浩  

森 　 荷 葉  

弘 茂 昭 子  

濱 田 美 里  

ガース・ウィリアムズ（絵） 
マーガレット・ワイズ・ブラウン（作） 

上 野 紀 子（絵） 
なかえよしを（作） 
 

著 者 名  

村 上 由 佳  

小 池 真里子 

平  安寿子 

柴 田 ト ヨ  

駒 村 康 平  

山 谷 修 作  

ノジュオド・アリ 

バーリー・ドハーティ 

ジャネット・ウィンター 
（作） 

オリヴァー・ジェファーズ 
（文・絵） 

No. 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10



 

国有林のボランティア 
パ ト ロ ー ル 員 で す  

 
　雪解けとともに、山菜採りやレク

リエーションなど、森林や自然を楽

しむ季節になりました。国有林は国

民共有の財産として皆さんにご利用

いただいていますが、毎年、山菜の

乱獲、タバコやゴミのポイ捨て、林

道での迷惑駐車などのマナー違反も

みられます。 

　三八上北森林管理署では、国有林

管理の一環として、ボランティアに

よるパトロール員を登録し、動植物

の保護、山火事防止のパトロール、

ゴミの持ち帰りなどの入林マナーの

普及に協力をいただいています。七

戸町在住のパトロール員は以下の方

で、今後２年間にわたり活動します

ので、よろしくお願いします。 

高橋　 　功（野続） 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
労働者・事業主の皆さまへ 
 

　平成22年４月１日から雇用保険制

度が変わりました。 

◎パートタイマー・派遣労働者の方

　の雇用保険の加入要件の拡大 

【旧】・６ヶ月以上の雇用見込みが

　　　　あること 

　　　・１週間の所定労働時間が20

　　　　時間以上であること 

【新】・31日以上の雇用見込みがあ

　　　　ること 

　　　・１週間の所定労働時間が20

　　　　時間以上であること 

◎失業等給付にかかる雇用保険料率

　の変更 

　例）一般事業の場合：1.55％ 

　　（事業主負担分：0.95％、労働

　　　者負担分：0.6％） 

○問合せ先　野辺地公共職業安定所 

☎0175－64－8609 
 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
行政・人権相談所開設のご案内 
 

　たとえば次のようなことでお悩み

の方は、お気軽にご相談下さい。相

談料は無料です。 

※家族間によるもの（夫婦間のいざ

　こざ・遺産相続・老後の扶養など） 

※近隣関係によるもの（近所の騒音・

　悪臭公害・土地境界の争いなど） 

※行政に関するもの（行政に対する

　要望や苦情、制度や仕組みについ

　て） 

○日時　７月７日（水） 
　　　　午後４時から７時まで 

○場所　七戸町役場 ２階第１会議室 

　　　　　　　　　 ２階第２会議室 

　　　　七戸庁舎 ３階大会議室 

○相談料　無　料　《秘密厳守》 

○相談員　行政相談委員・ 

人権擁護委員 

※東北町、野辺地町、六ヶ所村にお

　住まいの方も相談できます。 

○問合せ先　町民課　☎68－2112 
　　　　　　庶務課　☎62－2111 
※七戸町にお住まいの方も、下記の

日程で、相談を受けることができます。 

●東 北 町 

○日時　７月５日（月）・７月20日（火） 

　　　　午前10時～12時 

○場所　東北町本庁舎 

○問合せ先 

　東北町役場東北分庁舎福祉課 

☎0175－63－2111 
　　　　 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
金融庁・消費者庁からのお知らせです 

 

貸金業法が大きく変わりました！ 
　平成22年６月18日に改正法が施行され、借入総額が「年収の３分の１」

を超える場合、新規の借入ができなくなりました。 

借入や返済のお悩みは、お早めに相談を！ 

　相談窓口の連絡先は、以下の電話番号でご案内します。 

●金融庁金融サービス利用者相談室　　　☎０３－５２５１－６８１１ 
●消費生活相談窓口消費者ホットライン　☎０５７０－０６４－３７０ 
　法律の詳しい内容は、金融庁ウェブサイトでご確認下さい。www.fsa.go.jp/ 
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戦後海外から引き揚げて来られた方々へ 

 

　税関では戦後、海外から引き揚げて来られた方々

からお預かりいたしました、次のような未返還の保

管証券類をお返ししています。 

●終戦後、海外から引き揚げて来られた方々が、上

　陸地の税関・海運局に預けられた通貨・証券。 

●帰国前に樺太（真岡、大泊、豊栄、留多加など）、

　満州（瀋陽、吉林、撫順、鞍山など）にあった在

　外公館、日本人自治会に預けられた通貨・証券等

　のうち日本に返還されたもの。 

　返還の請求はご本人だけでなく、ご家族の方々で

も構いません。「もしかしたら家にも…」とお気付

きの方は、お気軽に最寄りの税関までお問い合わせ

ください。 

○問合せ先 

　函館税関監視部統括監視官部門　☎0138－40－4244 
　〒040-8561 

　函館市海岸町24番４号　函館港湾合同庁舎 

　ホームページ　 

http://www.customs.go.jp/hakodate/ 

　または、八戸税関支署　☎0178－33－0423 
　　　　　〒031-0831  八戸市築港街２丁目16番 

 
バスの車内事故防止についてのお願い 
 

　ただいま、走行中のバス車内での事故を防止するため、「車

内事故防止キャンペーン」を実施しております。 

　走行中に席を離れると、転倒など思わぬけがをする場合が

あります。お降りの際は、バスが停留所に着いて完全に止ま

ってから席をお立ち願います。 

　また、バスは安全運転に徹しておりますが、やむを得ず急

ブレーキを掛ける場合があります。満席のため、お立ちにな

ってご利用いただく場合には、吊革や握り棒にしっかりおつ

かまりください。 

　バスの車内事故防止に皆さまのご理解とご協力をお願いい

たします。 

東北運輸局青森運輸支局・（社）青森県バス協会 

 

検 察 審 査 会 D V D 貸 出 し の ご 案 内  
 

　検察審査会は、選挙権を有する国民の中からくじで選ばれ

た11人の検察審査員が、検察官が行った不起訴処分の当否

を審査する制度です。現在、検察審査会では、この制度をド

ラマ形式で紹介したDVDの貸出しを行っていますので、希

望される方は下記までお問い合せください。 

○問合せ先　青森検察審査会事務局　☎017－722－5351
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原燃研修会のお知らせ 
 

　県では、原子力施設のメンテナン

ス業務に必要な知識や技術のための

研修を実施しています。 

　入門編から実技までをカバーする

充実した内容ですので、原子力分野に、

全く経験のない企業の方も歓迎です。

お気軽にお問い合わせください。 

○主な研修予定 

・酸素欠乏・硫化水素危険作業
　主任者講習 
　○開催日　７月14日（水）～16日（金） 
　○場　所　東北町　青森原燃テク

　　　　　ノロジーセンター 

　○募集人数　30人 

・低電圧電気取扱特別教育 
　○開催日　８月25日（水） 
　○場　所　東北町　青森原燃テク

　　　　　　ノロジーセンター 

　○募集人数　30人 

○受 講 料　無　料 

○そ の 他　詳細については、下記

　へお問い合わせください。 

○問合せ先 

　青森原燃テクノロジーセンター 

　   ☎　  0175－63－4671 
　FAX　0175－63－4681 

　ホームページ　 

http://www.agtcnic.co.jp 

○担　　当 

　青森県エネルギー総合対策局 

　　　　　　　　原子力立地対策課 

 

 

 

 

 

 

 
しちのへバラまつり  
フォトコンテスト開催 
 

　「しちのへバラまつり2010」イベ

ントの一つとしてフォトコンテスト

を開催いたします。東八甲田ローズ

カントリー内で撮影した風景や人物

などを対象としておりますので、多

数のご応募をお待ちしております。 

　詳細については、商工観光課まで

お問合わせください。 

○問合せ先 商工観光課 ☎62－9703 

 

青奎会会長　石橋青紅 
喜寿記念書作展のお知らせ 
 

○日時　７月３日（土）・４日（日） 
　　　　午前10時から午後５時まで 

○場所　柏葉館　※入場無料 

○問合せ先　☎62－3245（石橋） 
　七戸町文化協会七戸支部事務局 

七戸南公民館　☎62－2118 

 

七戸幼稚園が移転しました 
 

　６月21日（月）から、耐震診断の結

果を踏まえ、一時避難として、文化

交流センター（旧西野小中学校）へ

移転しました。 

○移転先住所 

　七戸町字前田32（旧西野小中学校） 

☎62－2018 
 

 

 

 

 

 

 

青年交流会参加募集の 
お 知 ら せ  
 

　農業後継者の皆さん青年交流会に

参加しませんか？　下記の日程によ

り独身男女の方々を対象にあたらし

い出会いのきっかけの場になればと

企画いたしました。「食材探しで出

逢いのひと時を！」をテーマに交流

会を開催します。気楽な気持ちでご

参加下さい。お待ちしております。 

○日時　８月21日（土）雨天決行 
　　　　午前10時～午後３時頃まで 

○集合場所　ふれあいセンター 

（北側駐車場） 

○参 加 費　無　料 

○募集人数　20名（独身男女） 

○申込期限　８月６日（金） 

○内　　容 

　バスに乗って「食材探しに行こう」 

　　昼食は中央公園バーベキューハ

　ウスです。 

　　ゲームあり、豪華景品ありです。 

○申込み・問合せ先 

　七戸町農業委員会事務局　高橋 

　　　　　　　　　☎68－2967 
 

平成23年 
七戸町成人式のおしらせ 
 

【開催月日】　平成23年1月9日（日） 
【対 象 者】　平成2年4月2日～ 

　　平成3年4月1日生まれ 
○問合せ先　七戸中央公民館 

☎68－2920 
 

（17） 平成22年（2010）7月号 



 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※平日午後の急患については、電話でお問い合わせください。 

　＊火曜日の午後は、健診が無い場合は13:00～15:00まで診察いたします。

　　ある場合は13:00～13:30までの健診前と健診終了後に診察いたします。 

　　詳しくは、電話でお問い合わせください。 

　＊小児科診療体制の広報掲載が遅れましたことをお詫びいたします。 

 

職員急募について 

・看　護　師 ３名 …昭和40年４月２日

　以降に生まれ、既に資格を有する方 

・理学療法士 １名 …昭和54年４月２日

　以降に生まれ、既に資格を有する方 

・３ヶ月の臨時期間の後、地方公務員と

　して採用予定 

・申込期限　平成22年７月21日（水） 

　　　　　　（履歴書・免許証の写し必要） 

 

 

 

 
公立七戸病院の診療体制の変更について 

 

●小児科診療体制（平成22年６月１日から） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●眼科診療体制 

　（平成22年７月１日から） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
○問合せ先　公立七戸病院　☎62－2105 

 

 

 
消費者トラブルによる 
相 談 窓 口 の ご 案 内  
 
　悪質な貸金業者やヤミ金融、多重

債務などでお困りの方、相談先がわ

からなくても、まず財務事務所へ連

絡を！！相談先をご案内します。 
 

○財務局長登録業者の苦情・ 

多重債務に関する相談 

　東北財務局青森財務事務所理財課 

☎017－774－6488 
 

○消費生活（悪質商法など）に関する 

苦情・多重債務などの相談 

　消費生活相談窓口（青森県） 

　青森県消費生活センター 

☎017－722－3343 
（八戸相談室）☎0178－27－3381 
（むつ相談室）☎0175－22－7051 
（弘前相談室）☎0172－36－4500 
　消費者ホットライン 

☎0570－064－370 
 

○法律相談に関する案内 

　青森県弁護士会 

☎017－777－7285 
 

○多重債務に関する法律相談 

　青森県司法書士会 

　総合相談センター（予約受付） 

☎0120－940－230 
（フリーダイヤル） 

（18） 平成22年（2010）7月号 

曜　日 

 

月曜日 

 

火曜日 

水曜日 

木曜日 

金曜日 

 

土曜日 

 

午　前 

 

通常診療 

 

休　診 

通常診療 

通常診療 

通常診療 

（弘前大学医師診察） 

通常診療 

（第１・３土曜日休診） 

 

曜　日 

月曜日 

火曜日 

水曜日 

木曜日 

金曜日 

土曜日 

 

午　前 

休　　診 

休　　診 

通常診療 

通常診療 

休　　診 

休　　診 

 

午　後 

※　予防接種（予約制）、５歳児健診 

　　（但し、５歳児健診がある場合、

　　予防接種はありません） 

※　３～４ヶ月および３歳児健診 

※ 

※　慢性疾患外来、予防接種（予約制） 

※ 

 



　戸籍の窓口への掲載は、役場に届け出された時に、本人から確認でき

たものだけを掲載しております。 

　また、他町村に届け出し、「広報しちのへ」に掲載したい方は役場町

民課町民係へご連絡ください。　　　　　　　☎ 68－2112（内線214） 

役場への要望・問い合わせ

など随時受付けております。 

担当課がわからない場合は

七戸町役場総務課（☎68－

2111）へご連絡ください。 

戸籍の窓口 
５月16日～６月15日 

◎お誕生おめでとうございます 

　子ども　　　 母親　　　住所 

荒屋　杏子ちゃん　ひとみさん　中　　村 

中岫　茉子ちゃん　潤　子さん　中　　岫 

天間　芽唯ちゃん　夏　美さん　花　　松 

甲田　莉里ちゃん　麻　衣さん　甲　　田 

天間　史華ちゃん　修　子さん　七　　戸 

山谷　玲王く　ん　加奈子さん　笊　　田 

阿部　琉青く　ん　聖　子さん　太 田 野  

櫻庭　暖己く　ん　美粧子さん　野　　続 

照井　来夢く　ん　みゆきさん　榎 林 １  

◎ご結婚おめでとうございます 

　半　　　　　徹 さん　下　野　崎 

　佐　藤　雪　子 さん　野 辺 地 町 

　見　世　健　一 さん　道　ノ　上 

　杉　本　愛　子 さん　東　通　村 

　 

 

 

 

●お悔やみ申し上げます 

市　川　ま　ささん　85歳　上 町 野  

新　山　信　吉さん　89歳　七　　戸 

小笠原　と　しさん　92歳　荒 熊 内  

佐々木　義　視さん　82歳　荒　　屋 

向中野　ハナヱさん　80歳　道 ノ 上  

向中野　は　なさん　93歳　向 中 野  

坪　　　博　明さん　58歳　長　　下 

簗　田　チ　ヨさん　91歳　天 間 ３  

酒　井　武　夫さん　92歳　石　　沢 

花　松　テ　ルさん　100歳　花　　松 

中　村　慶　三さん　86歳　榎 林 １  

中　村　ヲナヨさん　83歳　榎 林 １  

附　田　と　みさん　88歳　貝　　塚 

鳥谷部　キ　ヨさん　87歳　天　　王 

附　田　き　ゑさん　90歳　上 町 野  

横　田　源治郎さん　90歳　十 役 野  

田　島　千鶴子さん　63歳　倉　　越 

田　栗　和　子さん　78歳　倉　　越 

川　村　ヱ　コさん　73歳　高 屋 敷  

赤　沼　さ　よさん　88歳　荒　　屋 

井　上　い　みさん　73歳　舘　　野 

向中野　義　光さん　82歳　道 ノ 上  

哘　　　則　光さん　71歳　十枝内２ 

金　澤　日出雄さん　79歳　金　　沢 

 

 

 

 

 
入国警備官採用試験のお知らせ 

 

○受　験　資　格　昭和62年４月２日～平成５年４月１日生まれの方 

○受　付　期　間　インターネット　７月20日（火）～７月27日（火） 

　　　　　　　　　郵送または持参　７月20日（火）～８月３日（火） 

○第 １ 次 試 験　９月26日（日） 

○第１次合格発表　10月13日（水） 

○第 ２ 次 試 験　10月19日（火）・20日（水） 

○最終合格発表　11月11日（木） 

 

○問合せ先　仙台入国管理局総務課　☎022－256－6076 

人事担当　長田・片桐・冨塚 

 

こうこ 

ま　こ 

め　い 

り　り 

ふみか 

れ　お 

りゅうせい 

はるき 

くろむ 

 

（19） 平成22年（2010）7月号 

町の統計 
平成22年５月31日現在 

 

　男　　　８，６４６人 

（－　　　９） 

　女　　　９，３０４人 

（－　　　６） 

　計　　１７，９５０人 

（－　　１５） 

世帯数　　６，８４７世帯 

（＋　　　２） 

（　 ）内は前月比 

 

★交通事故 

　件　　　　数 

２件 （３２件）〈　　０〉 

　傷　　　　者 

　２人 （４０人）〈－　１〉 

　死　　　　者 

０人 （　０人）〈　　０〉 

（    ）内は１月からの累計 

〈    〉内は平成21年同月末比 

 

★町内の火災 

　建　　　　物　１件 （２件） 

　林野・その他　０件 （１件） 

（     ）内は１月からの累計 

　 
＋ 
－ 

　 
＋ 
－ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 
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　発行者：七戸町企画財政課　〒039－2792 青森県上北郡七戸町字森ノ上131－4　℡ 0176－68－2117

（この広報は再生紙を使用しています。） 

しちのへ七里ウォーキング 
～ 小坪渓流コース ～ 
 

○開 催 日 時 

７月25日（日）小雨決行 
  9：00集合 

13：30終了（道の駅しちのへ着）予定 
 

○受付集合場所　道の駅しちのへ 

○参加者募集　定員100名 

○参 加 対 象　小学生以上 

○参　加　料　1,000円　イベント当日ご持参下さい。 

　　　　　　　　「昼食・飲み物・傷害保険」含む（但し高校 

　　　　　　　　生以下無料） 

お申込みは募集チラシの申し込み書にご記入の上、郵送また

はFAXでお申し込み下さい。 

○締 め 切 り　７月20日（火） 
○申 込 み 先　七戸町商工観光課 

　　　　　　　　〒039-2592 青森県上北郡七戸町字七戸31－2 

FAX 62－6256　☎ 62－9703 
参加希望者は申し込みチラシを役場窓口にて配布致します。 

また、七戸町ホームページにも掲載しています。 

「七戸町役場」で検索　http://www.town.shichinohe.aomori.jp/ 

 

～ 行　程 ～ 
  9：00　受付 

  9：30　道の駅しちのへ出発（バス移動） 

  9：50　コース入口到着 

　　　　 開会式　ストレッチ 

10：00　ウォーキング出発 　10㎞コース 

11：00　折り返し（砂防ダム） 

12：00　昼食会場（森林公園）へ出発（バス移動） 

　　　　 昼食 

13：00　昼食会場出発（バス移動） 

13：30　道の駅しちのへ到着 
 

昼食：「七戸産にんにく入りカレー・七戸産いちごのデザート・

　　　七戸産リンゴジュース」 

特典：参加賞として東北新幹線七戸十和田駅と新型車両 Ｅ－５系 

　　　イラスト入りオリジナル缶ドロップ（非売品）を進呈。 

 
 

夏 
 

 

－東北新幹線「七戸十和田駅」12月4日開業記念－ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

▲上村松園「花がたみ」 

1915（大正4）年、絹本彩色、第９回文展出品 
 

2010年7月17日(土)～8月22日(日) 
 会期中は無休 

●入館時間●午前10時〜午後5時30分（閉館は午後6時）

●入 館 料●一　　般　850（650）円
　　　　　　学　　生　400（320）円
　　　　　　小中学生　200（160）円
※障がいをお持ちの方は半額割引させていただきます。証明できる手帳等をご提
　示ください
※（　）内は前売券、20名様以上の団体、県民カレッジ受講者、JAF会員割引料金
※前売券は、7/16迄美術館窓口及び下記にてお求めいただけます
　●チケットぴあ（サークルKサンクス、ファミリーマート等）Pコード764-234
　●ローソン、ファミリーマート、セブン･イレブン、サークルKサンクス各店
　　JTB商品番号0227726 
　日本画壇に美人画・花鳥画の世界で研ぎ澄まされた「美」
を表した、上村松園、松篁、淳之、親子三代による日本画展
を開催いたします。 
　上村松園は、女性としては初めての文化勲章を受章する
など、女性が画家となるには至難の時代にありながら、格
調高い女性像を描き出し、近代美人画の第一人者としてそ
の道を極めました。幼い頃からそのような母の傍らで絵に
親しんできた子息・松篁は、ごく自然に画家を志し、写実性
と装飾性とが調和した優美で気品溢れる「現代花鳥画」と
よぶに相応しい日本画の新機軸を確立しました。そして現
在、この華麗なる美の系譜は、松篁の長男・淳之に確固と受
け継がれ、父同様に花鳥画の世界で活躍、三代続けての日
本芸術院会員に就任するという偉業を成し遂げました。 
　本展は、上村家三代の作品を収蔵する奈良県・財団法人
松伯美術館から50余点の日本画を拝借し、日本画壇にお
いて奇跡的な存在とも言える上村家に脈々と受け継がれ
た美の世界、研ぎ澄まされた感性とその伝統をご紹介いた
します。 

道の駅しちのへ／七戸町文化村 

七戸町立鷹山宇一記念美術館 
〒039-2501青森県上北郡七戸町字荒熊内67-94
TEL 0176−62−5858／FAX 0176−62−5860

7月10日(土）は午後1時閉館とさせていただきます  

●展示替え休館＝7/12(月)～7/16(金) 迄● 

7月15日～8月22日迄短期アルバイト募集！  
　「上村家三代展」会期中の土日祝日、お盆期間中を中心に、
お客様の接客、受付、レジ操作等のお仕事をお手伝いして
くださる方を募集しています。ご興味がおありの方は美術
館までお問い合わせください。【☎６２－５８５８】 

七戸町民無料招待券【1名様】 
8月1日（日）当日限り有効 

本券ご持参の町民1名様を無料招待いたします。 

 

 

 

 

当日は「茶道裏千家七戸会」によるお呈茶の 
無料サービスがございます。（先着400名様） 

●入館時間●午前10時～午後5時30分（閉館は午後6時） 
※本券は、8月1日の美術館開館を記念して発行しています 

 

 
松伯美術館コレクション 

上村家三代 松園・松篁・淳之 展 
～華麗なる美の系譜～ 

▲上村淳之「蓮池」 ▲上村松篁「芥子」 


